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衆
議
院
議
員
�
井
英
勝
君
提
出
宮
内
庁
に
管
理
さ
れ
て
い
る
古
墳
の
祭
祀
と
調
査
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

（
一
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
静
安
と
尊
厳
の
保
持
」
と
は
、
陵
墓
等
の
環
境
の
静
安
と
被
葬
者
の
尊
厳
の
保
持
と
い
う
趣
旨
を
端
的
に
述

べ
た
も
の
で
あ
る
。

（
二
）
に
つ
い
て

大
和
大
塚
陵
墓
参
考
地
は
千
八
百
八
十
六
年
（
明
治
十
九
年
）
に
御
陵
墓
伝
説
地
に
、
藤
井
寺
陵
墓
参
考
地
は
千
九
百
十

六
年
（
大
正
五
年
）
に
御
陵
墓
参
考
地
に
治
定
さ
れ
、
い
ず
れ
も
千
九
百
二
十
六
年
（
大
正
十
五
年
）
に
陵
墓
参
考
地
と
し

て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
河
内
大
塚
陵
墓
参
考
地
に
つ
い
て
は
、
千
九
百
二
十
五
年
（
大
正
十
四
年
）
に
陵
墓
参
考
地

に
治
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
陵
墓
参
考
地
の
治
定
前
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。

（
三
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
太
政
官
達
は
既
に
効
力
を
有
し
て
い
な
い
が
、
現
在
で
は
、
御
指
摘
の
看
板
は
、
国
有
財
産
法
（
昭
和
二
十
三

年
法
律
第
七
十
三
号
）第
九
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
く
陵
墓
等
の
管
理
の
一
環
と
し
て
、宮
内
庁
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
る
。

一



（
四
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
よ
う
な
事
情
を
踏
ま
え
た
と
し
て
も
、
陵
墓
等
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
七
月
六

日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
六
一
一
号
）
（
一
）
及
び
（
二
）
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

（
五
）
に
つ
い
て

式
年
祭
は
、
皇
室
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
と
し
て
は
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
の
お

答
え
を
差
し
控
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
六
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
国
家
公
務
員
に
よ
る
参
列
は
、
陵
墓
に
お
い
て
皇
室
が
祖
先
を
弔
う
目
的
で
行
う
行
事
に
際
し
、
平
素
か
ら
陵

墓
の
管
理
等
に
携
わ
る
者
が
儀
礼
的
に
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
憲
法
上
の
問
題
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

な
お
、
地
方
公
務
員
に
よ
る
参
列
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。

（
七
）
及
び
（
八
）
に
つ
い
て

し

陵
墓
参
考
地
に
お
け
る
祭
祀
は
、
皇
室
の
行
事
と
し
て
、
そ
の
伝
統
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
お
り
、
毎
年
、
春
又
は
秋
の
適

当
な
日
を
選
ぶ
な
ど
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二



（
九
）
に
つ
い
て

か
た

お
か
の

う
ま

さ
か
の
み
さ
さ
ぎ

片
丘
馬
坂
陵
は
、
丘
陵
上
に
位
置
す
る
長
径
約
九
十
メ
ー
ト
ル
の
山
形
の
陵
で
あ
る
。
ま
た
、
「
日
本
書
紀
」
に
は
、
そ

の
築
造
年
次
に
関
す
る
記
述
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
十
）
に
つ
い
て

「
日
本
書
紀
」
に
記
述
さ
れ
た
「
孝
元
天
皇
六
年
」
は
、
紀
元
前
二
百
九
年
に
相
当
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
十
一
）
に
つ
い
て

大
正
十
五
年
に
皇
室
陵
墓
令
施
行
規
則
（
大
正
十
五
年
宮
内
省
令
第
八
号
）
が
施
行
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
御
陵
墓
伝
説
地

は
陵
墓
参
考
地
と
し
て
整
理
さ
れ
た
。

現
在
、
陵
墓
参
考
地
に
つ
い
て
は
、
国
有
財
産
法
第
三
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
皇
室
用
財
産
と
し
て
管
理
し
て
い

る
。

（
十
二
）
に
つ
い
て

三
吉
陵
墓
参
考
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
周
辺
に
所
在
す
る
前
方
後
円
墳
と
比
し
て
も
有
数
の
規
模
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
将

来
の
考
証
に
備
え
、
明
治
十
九
年
に
御
陵
墓
伝
説
地
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
被
葬
者
に
つ
い
て
は
、
現
在
考

三



証
中
で
あ
る
。

（
十
三
）
に
つ
い
て

仮
定
の
御
質
問
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

（
十
四
）
に
つ
い
て

大
塚
陵
墓
参
考
地
か
ら
出
土
し
た
銅
鏡
等
は
副
葬
品
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
陵
墓
参
考
地
の
被
葬
者
が
特
定
さ
れ
る
ま
で

は
、
当
該
副
葬
品
に
つ
い
て
は
、
皇
室
の
私
有
財
産
で
は
な
く
国
の
物
品
と
し
て
、
宮
内
庁
が
管
理
し
て
い
る
。

（
十
五
）
に
つ
い
て

ち
よ

つ
こ

も
ん

き
よ
う

そ

も
ん
え
ん

さ
ん

か
く

ぶ
ち

に

し
ん

に

宮
内
庁
が
管
理
す
る
大
塚
陵
墓
参
考
地
か
ら
の
出
土
品
は
、
直
弧
文
鏡
二
点
、
素
文
縁
直
弧
文
鏡
一
点
、
三
角
縁
二
神
二

じ
ゆ
う
き
よ
う

さ
ん

ぶ
つ

さ
ん

じ
ゆ
う
き
よ
う

さ
ん

し
ん

さ
ん

じ
ゆ
う
き
よ
う

し

し
ん

し

じ
ゆ
う
き
よ
う

獣
鏡
一
点
、
三
角
縁
三
仏
三
獣
鏡
一
点
、
三
角
縁
三
神
三
獣
鏡
四
点
、
三
角
縁
四
神
四
獣
鏡
三
点
、
画
文
帯
縁
環
状
乳
四
神

り
ゆ
う

へ
い

け
い

ほ
う

か
く

き

く

し

し
ん

き
よ
う

な
い

こ
う

か

も
ん

き
よ
う

四
獣
鏡
二
点
、
画
文
帯
縁
重
列
式
四
神
四
獣
鏡
一
点
、
だ
龍
鏡
一
点
、
変
形
方
格
規
矩
四
神
鏡
四
点
、
内
行
花
文
鏡
十
四
点
、

か

こ

か

ば
ん

へ
き

ぎ
よ
く

く
だ

た
ま

へ
ん
が
ん
お
お

帯
金
具
�
具
二
点
、
帯
金
具
�
板
十
一
点
、
帯
金
具
止
金
具
一
点
、
碧
玉
管
玉
十
七
点
、
砂
岩
管
玉
二
点
、
緑
色
片
岩
大
管

い
し

く
し
ろ

ぞ
く

玉
一
点
、
凝
灰
岩
筒
形
石
製
品
二
点
、
同
残
欠
五
点
、
石
釧
一
点
、
車
輪
石
二
点
、
同
残
欠
一
点
、
石
製
鏃
六
点
、
同
残
欠

と
う

す

え

一
点
、
石
製
刀
子
柄
一
点
、
椅
子
形
石
製
品
一
点
、
台
座
形
石
製
品
二
点
で
あ
る
。

四



（
十
六
）
に
つ
い
て

御
陵
墓
伝
説
地
や
陵
墓
参
考
地
の
治
定
に
当
た
っ
て
は
、
副
葬
品
の
み
な
ら
ず
、
墳
丘
の
規
模
や
地
元
の
口
碑
伝
承
等
に

つ
い
て
も
調
査
の
上
、
総
合
的
に
判
断
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
大
塚
陵
墓
参
考
地
の
被
葬
者
に
つ
い
て
は
、

現
在
考
証
中
で
あ
る
。

（
十
七
）
及
び
（
十
八
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
、
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
に
の
っ
と
り
、
地
元
教
育

委
員
会
に
お
い
て
、
開
発
行
為
に
伴
う
事
前
の
発
掘
調
査
等
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
適
切
な
措
置
が
採
ら
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
十
九
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、文
化
財
保
護
の
観
点
か
ら
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
適
切
な
措
置
が
採
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
二
十
）
に
つ
い
て

文
化
庁
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
「
応
神
天
皇
陵
」
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
�
」
に
該
当
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
況
を
把
握
し
て
い
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五



（
二
十
一
）
に
つ
い
て

活
断
層
の
長
期
評
価
を
実
施
し
て
い
る
文
部
科
学
省
の
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
は
、
御
指
摘
の
「
誉
田
御
廟
山
古
墳
」

を
通
過
す
る
活
断
層
に
つ
い
て
は
既
に
同
古
墳
の
調
査
結
果
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
御
指
摘
の
「
大
山
古
墳
」

に
つ
い
て
は
地
上
に
現
れ
て
い
る
活
断
層
が
同
古
墳
を
通
過
し
て
お
ら
ず
調
査
の
必
要
性
が
必
ず
し
も
高
い
と
は
言
え
な
い

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
古
墳
に
つ
い
て
現
時
点
で
新
た
に
実
地
調
査
を
行
う
必
要
は
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま

え
、
内
閣
府
及
び
消
防
庁
と
し
て
は
、
宮
内
庁
に
対
し
て
実
地
調
査
の
要
請
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

（
二
十
二
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
未
定
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

六


